
文化財（未指定含む）の危機

11

手厚い支援のない未指定の文化財は特に危機的状況
集落が失われ、指定文化財だけが残る可能性も

【概 要】
○都市化の影響により、江戸時代から続く風景が失われつつあることを背景として、市の呼びかけにより、萩市全部局・商工
会・観光協会・地域住民代表等が参加する「萩まちじゅう博物館整備検討委員会」を発足。

○同委員会において、萩のまち全体を「屋根のない博物館＝まちじゅうを博物館」と捉え、地域の身近な文化遺産（古い建物、
石垣、道や樹木等）を調査し、テーマやストーリーでまとめ、市民自らが萩の「おたから」「都市遺産」として認定する
「萩まちじゅう博物館構想」を策定。

○構想に基づくまちづくりに市民が参画する母体としてNPO法人萩まちじゅう博物館を設立。拠点施設である萩博物館の運営
や石碑の調査、外国語マップの作成等の実際の活動へ参加することで、徐々に構想の理念を市民が共有。

○認定された「おたから」をデータベースで情報発信するとともに、地域ごとの「おたからマップ」を作成し、街歩きイベント
等に活用。また、ワンコイントラスト（100円信託）運動により、未指定文化財であるおたからを市民や観光客からの信託金
により修理。これまでに3,000万円を超える信託金が集まり、10件の修復等を実施。

【効 果】
○域内の文化財を地域固有のビジョンのもと指定・未指定を問わず総合的に把握し、複数の文化財群として発信する面的な活用
につながっている。第２ステージとして、文化遺産群を産業・地域振興と連携させることを目指している。

おたからマップ
（出典：萩市HP）

萩まちじゅう博物館の拠点施設「萩博物館」
（出典：地域の元気創造プラットフォームHP）

【取組のポイント】

「萩まちじゅう博物館構想」という共通のビジョンを住民自らが策定し共有することで、取組の基盤となる理念・方向性が関

係者間で共有され、文化財を保存・活用するまちづくりが地域一体となって進められ、今後もより一層の推進が求められてい
る。
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(出典：萩市「平成28年版ふるさと萩のすがた」）
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地域における独自の取組（萩市：萩まちじゅう博物館構想）



文化財保護制度の見直し

【諮問】

平成29年５月19日 文部科学大臣から文化審議会に諮問

「これからの文化財の保存と活用の在り方について」

27

○ 現在まで守り伝えられてきた多様な文化財は、日本

文化全体の豊かさの基盤。後の世代への確実な継承
が必要。

○ 一方で、社会状況の大きな変化により、文化財の継

承の基盤であるコミュニティが脆弱化、地域の文化
多様性の維持・発展が脅かされつつある

○ しかしながら同時に、文化財が地域振興、観光振興

などを通じて地方創生や地域経済活性化にも貢献す
ると文化財に求められる役割への期待は増大

⇒文化財をいかにして確実に次世代に継承するか、未

来に先んじて必要な施策を講じること、これからの

文化財行政の在り方についての包括的に検討するこ
とが必要

社会の変
化（継承
の基盤）

文化財への
期待増大

豊富な

文化財

後の世代への継承のために

今、できることを考える

○国、自治体はそれぞれの指定にかかる文化財を
個別に保存・活用
⇒地域に所在する文化財全体を俯瞰した取組が
必ずしも行われていない

○制度上の取り扱いのない未指定の文化財

国が認定した地域計画（市町村が作成）により

地域の文化財の総合的・計画的な保存・活用へ

○未指定文化財も含めた文化財の総合的、一体的
な保存・活用
○まちづくりの一環として、民間団体も含めた
中長期的な視点による保存・活用

NPO等

民間団体

国

国

未指定

県

市町村

指定

保存・活用

指定

保存・活用

指定

保存・活用

指定

保存・活用

市町村

地域計画

認

定
都道府県作成の大綱

ライトアップ オペラ上演

宿泊や体験

交流拠点として
の機能付与

修理・修景や
美装化

従来の措置に加え、

地域社会総がかりで

文化財を確実に継承

効果イメージ：地域計画による文化財の総合的・一体的な保存・活用

ガイド育成
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有名な文化財や観光地
総合的な理解のもと

文化財を活用したまちづくり

文化財の保存と活用の新たなかたち

持続可能で自立した文化財保護の推進

観光客

バランス

地域

文化財

文化財の保存と活用の新たなかたち



文化財

観光

過度な利用

管理されない開発

文化財

観光

管
理

どこまで見せ

るのか？
どの一線を守って

保護するのか？

文化財の価値の担保

1. 文化観光による文化財管理に必要なコスト

2. 持続可能な文化観光を実現するために必要な訪問者数

3. 文化財の保護を担保するための容量制限

ヨルダン・サルト市のケース

戦略的なキャリング・キャパシティ（＝観光地受入容量）



地域における文化財の総合的な保存・活用【全体イメージ】
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重要文化財等に

指定・選定して

個別に保護措置

仏像

社寺仏閣

お祭り

古民家

舞踊

都道府県：文化財保存活用大綱の策定

市町村：文化財保存活用地域計画の策定

地域の

文化財の

総合的な

保存・活用

・域内の文化財の総合的な保存活用に係る取組の方針、広域区域ごとの取組、
小規模市町村への支援等

協議会

市町村、都道府県、所有者、文化財保
存活用支援団体、地域住民、NPO、
商工会、観光関係団体、学識経験者等

地方

文化財保護

審議会

保存・活用のために必要な措置

・価値付け
・修理管理
・ガイダンス施設整備
・普及啓発 等

域内の文化財の総合的な把握

(未指定文化財を含む)

文化財保存活用支援団体：市町村は地域計画に記載された保存
活用のための措置と活動方針が合致する民間団体を指定し、民

間も含め地域一体で文化財継承へ

遺跡

これに加えて、地域社会

全体で文化財の継承

地
域
計
画
の
認
定

国（文化庁長官）

①

②

③

文化財保存活用地域計画の基本的な事項について

30

• 文化財保存活用地域計画とは

• 地域計画の基本的事項



文化財保存活用地域計画に記載する事項

41

法第１８３条の３
第２項

文化財保存活用地域計画策定指針
（20190304指針）

歴史文化基本構想策定指針

基
本
的
事
項

第１号関係

当該市町村の概要

地域の歴史文化の特徴
当該市町村の文化財の概要

当該市町村の歴史文化の特徴

文化財の保存・活用に関する課題
文化財の保存・活用の基本的方針
策定の目的・行政上の位置づけ

文化財の保存・活用に関する方針

第２号関係 文化財の保存・活用に関する措置 新規項目

第３号関係 文化財を把握するための調査に関する事項 文化財把握の方針

第４号関係 計画期間 新規項目

第５号関係 文化財の保存・活用の推進体制
文化財の保存・活用を推進するための
体制整備の方針

任
意
事
項

関連文化財群に関する事項 関連文化財群に関する事項

文化財保存活用区域に関する事項 文化財保存活用区域に関する事項

事務処理特例 新規項目

その他の事項 新規項目

42

序章
1.計画作成の背景と目的
2.計画期間

第1章 当該市町村の概要
1.自然的・地理的環境
2.社会的環境
3.歴史的環境

第2章 当該市町村の文化財の概要

第3章 当該市町村の歴史文化の特徴

第4章 文化財の保存・活用に関する方針
1.文化財の保存・活用に関する課題
2.既存の文化財調査の概要
3.地域計画の位置付け
4.文化財の保存・活用に関する方針
5.計画の進捗管理と自己評価の方法
6.関連文化財群に関する事項（任意）
7.文化財保存活用区域に関する事項（任意）

5章 文化財の保存・活用に関する措置
1.文化財の保存・活用に関する措置
2.関連文化財群の保存・活用に関する措置(任意)
3.文化財保存活用区域の保存・活用に関する措置(任意)

第6章 文化財の保存・活用の推進体制
1.市町村の体制
2.事務処理特例の適用を希望する事務の内容（任意）

文化財リスト

文化財保存活用地域計画の構成例
「指針 参考資料3」
「地域計画レイアウト案」 参考

文化財保存活用地域計画策定指針
（20190304指針）

基
本
的
事
項

当該市町村の概要

当該市町村の文化財の概要

当該市町村の歴史文化の特徴

文化財の保存・活用に関する課題

文化財の保存・活用に関する方針

文化財の保存・活用に関する措置

文化財を把握するための調査に関する事項

計画期間

文化財の保存・活用の推進体制

任
意
事
項

関連文化財群に関する事項

文化財保存活用区域に関する事項

事務処理特例

その他の事項



総合調査の実施
・専門家
・地域住民

・文化財の保存と活用に関する課題の抽出
・地域計画の位置付け（他行政計画との連携）

歴史文化の特徴の抽出

分析・検討

総合調査成果のまとめ
・文化財の概要と特徴
・文化財リスト

過去の文化財調査資料等の収集・整理

関
連
す
る
行
政
計
画
等
の
把
握

・文化財の保存と活用に関する方針の検討
・計画期間の設定
・特例措置の検討

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

作
成
の
流
れ

文
化
財
と
そ
の
施
策
の
現
状
把
握

自
然
的
・
地
理
的
環
境
の
把
握

未調査の文化財類型や
地域などの把握

歴
史
的
背
景
の
把
握

社
会
的
状
況
の
把
握

市町村史や関係する資料の収集

市
民
や
民
間
団
体
の
活
動
把
握

文化財の保存と活用に関する措置の検討
文化財の保存と活用の推進体制の検討

協
議
会
の
設
置
：
庁
内
他
部
局
・
都
道
府
県
・
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
等
と
の
連
携

分析・検討

関連文化財群・文化財保存活用区域の設定

当該市町村の概要

当該市町村の概要を捉える 文化財を把握する 施策・計画・活動を把握する

文
化
財
リ
ス
ト
の
作
成

地方文化財保護審議会からの意見聴取
協議会・住民からの意見聴取

文化財を把握する（文化財の総合的調査）

44

① 既存の調査の整理と調査方針の検討

② 調査の進め方

③ 文化財リストの作成

④ 文化財の概要と特徴

⑤ 対象とする文化財

個性豊かな地域の歴史文化を支える文化財・文化資源

何が残されているかを悉皆的に調査する



関連文化財群（任意項目）

137

① 関連文化財群とは

② 関連文化財群の具体事例

関連する文化財を総合的にとらえることによりあらたな価値を見出す

関連文化財群とは

• 有形・無形、指定・未指定に関わらず様々な文化財を歴史的・地域的関連性に
基づき一定のまとまりとしてとらえたもの（歴文構想指針）

地域の歴史文化の持続のため、

歴史文化の特徴に基づくストーリーに文化財を位置づけた計画的な枠組み

→ 設定した関連文化財群は一体として保存・活用の措置を講じる 138

• 地域の多種多様な文化財を歴史文化の特徴に基づくテーマやストーリーに沿っ
て一定のまとまりとして捉えたもの（地域計画指針）

まとまりをもって扱うことで、未指定文化財についても構成要素としての価値付けが可能
魅力的な形でかつ分かりやすく価値を伝えるための効果的な方策の一つ

→ 同類のものだけでなく指定・未指定や文化財類型の枠を超え、人々の活動も含めたまとまりを
→ ストーリーを説明する構成要素は過不足なくリスト化

相互に結びついた文化財の多面的な価値・魅力を発見

「関連文化財群に関する事項」には、設定の考え方や名称、解説（テーマ・ストーリー）、構成文化財
のリスト、地図、その保存・活用の方針や講ずる措置の内容を記載

指針Ｐ8

資料6



関連文化財群ア：鉱山を中心にした近代産業の足跡
関連文化財群ウ：中近世における農村生活とその習俗

関連文化財群イ：○○城及び城下町の関連文化財群
関連文化財群エ：古代の心を伝える万葉街道

有形・無形、指定・未指定を問

わず、文化財を相互に関連性の

ある一定のまとまりとしてとら

える。

関連文化財群のイメージ

139

テーマ ストーリー

1.
暮らしと文化を支える流通・交易

①海と川を介した流通・交易

②陸上交通による人や物資の往来

2. 
魅力と活力を育む殖産の精神

③干拓と農業

④海・里・山の恵みを活かした殖産

⑤繊維産業の展開と継承

3. 
地域の個性を反映した信仰

⑥信仰の聖地

⑦地域性を表す信仰と祭礼・行事

4. 
要衝の地に刻まれた記憶

⑧勢力の狭間

⑨天下分け目の戦乱

⑩まちの発展を支える水島臨海工業地帯

5. 
文教・美観が織りなす豊かな暮らしと観
光

⑪景勝を守り、育み、活かす心

⑫文教が息づくまち

歴史文化の特徴と関連文化財群（岡山県倉敷市）

140

歴史文化の特徴 ↓ 関連文化財群 ↓



関連文化財群の事例（岡山県倉敷市）

141

関連文化財群の事例（岡山県倉敷市）

ストーリーを構成する文化財のリストと解説、マッピング

142



妙高市水物語ー名水・名瀑・名園と利水施設が織り成す水辺の風景ー

関連文化財群の事例（新潟県妙高市）

妙高山がもたらず水の恵みに関連した文化財群

数多くの滝・信仰の対象
池泉庭園
水田開発・灌漑施設
ダム・水力発電所
米作り・酒造り・農村景観

関連文化財群の事例（兵庫県淡路市）

景勝地と和歌や俳句、文学作品などを関連づける

ストーリーに含まれる文化財をマッピング

144



関連文化財群の事例（兵庫県淡路市）

食とそれにまつわる産業、遺跡を関連づける

145

146

関連文化財群の事例（長崎県平戸市）

大陸との航路を軸に見た平戸の歴史



関連文化財群の組立（長崎市平戸市）
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関連文化財群の組立（兵庫県神河町）
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関連文化財群の組立（兵庫県神河町）

149

人
物
系
譜
を
軸
に
据
え
た
関
連
文
化
財
群

関連文化財群の事例（岐阜県高山市）

150



英語、仏語、繁体語、簡体語、韓国語版の文化施設パンフレットと
英語版の観光マップ（金沢市）

金沢市指定無形文化財「加賀宝生」の研修を受ける地域通訳案内士（金沢市）

文化財に関する情報発信、普及啓発、人材育成

120

市町村独自の取組 ー福岡県太宰府市の例ー



　　　　

会場周辺ＭＡＰ

西鉄太宰府駅

内山入口

九州国立博物館
入口

原（ハル）
梅大路

五条

君畑

西
鉄
太
宰
府
線

散策路
（西側アクセス）

虹のトンネル
（天満宮アクセス）

国
道
３
号

県道 578号
（内山三条線）

県
道
3
5
号
Ｂ
Ｐ会場

天満宮県道 35号（筑紫野古賀線）

県道 76号
（筑紫野太宰府線）

■主催／太宰府市景観・市民遺産会議、太宰府市、太宰府市教育委員会

■後援／福岡県、福岡県教育委員会、（公財）太宰府市文化スポーツ振興財団、太宰府天満宮、太宰府市商工会、

　太宰府観光協会、一般社団法人つくし青年会議所、ＮＰＯ法人太宰府ボランティアネットワーク、朝日新聞社、

　西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞社、NHK 福岡放送局、ＲＫＢ毎日放送、ＦＢＳ福岡放送、九州朝日放送、

　ＴＮＣテレビ西日本、ＴＶＱ九州放送、ケーブルステーション福岡

■問い合わせ先／太宰府市教育委員会文化財課または太宰府市都市計画課

　　　　　　　　〒818-0198 太宰府市観世音寺１丁目１番１号

☎092-921-2121  内線 470（文化財課）･424（都市計画課）

詳しくは、太宰府市景観・市民遺産会議ホームページをご覧ください。

http ://www.市民遺産 . jp/ または ＱＲコード

▲

会場周辺ＭＡＰ

太宰府市民遺産第 8号

「太宰府の絵師 萱
かや

島
しま

家」

平成

26年

14：00～
16：10
（開場 13：30）

九州国立博物館ミュージアムホール

日時

会場

第４回　太宰府市
景観・市民遺産会議

定員250名〈観覧無料・申込不要、手話通訳・要約筆記あり〉

3   22

提案予定市民遺産候補

「苅
かる

萱
かや

の関跡とかるかや物語」
(提案団体：かるかや物語を伝える会 )

■育成活動報告予定の市民遺産

太宰府市民遺産第 7 号

「隈
くま

麿
まろ

公
こう

のお墓」

未来に届けたい、 太宰府のたから未来に届けたい、 太宰府のたから

ぜひ、

お立ち会いください！！

100 年後も誇れるまち太宰府の、

新たな魅力が再発見される瞬間 ...



育成団体 「市民遺産」名称 物語を伝承するための活動内容

太宰府木うそ保存会 第1号「太宰府の木うそ」 ・木うその制作技術伝承と原木育成・確保

五條風の会
第2号「八朔（はっさく）の千燈明
（せんとうみょう）」

・神事「八朔の千燈明」の後継者育成

四王寺山勉強会
第3号「かつてあった道「四王寺山の
太宰府町道」」

・「四王寺山太宰府町道」の整備、継承

NPO法人 歩かんね太宰府
第4号「芸術家 冨永 朝堂（とみな
がちょうどう）」

・「冨永朝堂」と彼が愛したまちを伝えるまちあるき

太宰府万葉会 第5号「万葉集つくし歌壇」
・つくし歌壇と万葉集の講座・講演会の開催
・出前授業、万葉歌碑めぐりの開催

辰（とき）山会
第6号「太宰府における時の記念日の
行事」

・「時の記念日」の行事の継承

榎文化保存会
第7号「隈麿公（くままろこう）のお
墓」

・隈麿公の墓守

絵師萱島家保存会
第8号「太宰府の絵師 萱島家（かや
しまけ）」

・萱島家四代5名による作品群の継承

かるかや物語を伝える会
第9号「苅萱（かるかや）の関跡とか
るかや物語」

・「苅萱の関跡」の保全
・「苅萱の関」、「かるかや物語」についての学習会の実施

太宰府梅ばやし隊 第10号「太宰府の梅上げ行事」
・梅上げにかかわる技能の伝承
・梅上げ行事の記録の収集

高尾山の自然と歴史を語り継ご
う会

第11号「高雄の自然と歴史」
・高雄地区の文化遺産調査活動、周知活動
・高雄地区の「豊かな自然」の保護活動

公益財団法人 太宰府メモリア
ルパーク

第12号「太宰府悠久の丘ーメモリア
ルパークからの眺望―」

・太宰府メモリアルパークの眺望に関わる周辺環境の保全
・太宰府の歴史・文化に関する社会貢献活動

市町村独自の取組 ー福岡県太宰府市の例ー

欧州で生まれた考え方で，歴史的建造物，神社仏閣，美術館や博物館などの“特別な会場”で
会議・レセプション・イベント等を開催することにより特別感や地域特性を演出することを目
的とする
このように，本来用途とは異なるニーズに応えて特別に貸し出される会場を「ユニークべ
ニュー」と呼ぶ

ユニークべニュー（Unique Venue）

どのような魅力を
うみだすのか

何を行いどのような会場で

参加者に参加して良か
ったと思わせるととも
に，日本や地域の文化
の素晴らしさを印象づ

けることができる

会議・レセプション
コンサート

伝統芸能・伝統文化
展覧会 など

歴史的建造物，寺社仏
閣、美術館や博物館な
ど，日本・地域らしさ

を感じさせる
「特別な会場」

文化財（価値ある場所）で価値ある特別な体験を！

“特別な会場”でイベント等を実施することにより“特別な価値”を創造する取組み

新しい保存と活用の取組 ユニークベニュー








